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月から 2014 年 3 月までの約 3 年間実施し、最終的に 10 万組の母親と子どもの参加を目標
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2014 年 3 月末でリクルート期間は終了し、参加者（妊婦）の登録数は約 10 万 3 千名とな
った。声かけ数に対する同意者の割合は約 79%であった。父親の登録数は約 5 万 2 千名、出
生した子どもは約 9 万 9 千名である。出生後 6 か月毎に郵送法で実施している質問票調査
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1977 年 3 月	 東京大学医学部保健学科卒業	 
1982 年 3 月	 東京大学大学院医学系研究科保健学専門課程博士課程修了	 
1984 年 4 月	 東京大学医学部保健学科疫学講座助手	 
1990 年 3 月	 	 国立公害研究所環境保健部環境疫学研究室主任研究員	 
1996 年 8 月	 	 国立環境研究所地域環境研究グループ	 
都市環境影響評価研究チーム総合研究官	 
2001 年 4 月	 	 独立行政法人国立環境研究所疫学・曝露評価研究チーム総合研究官	 
2011 年 4 月	 独立行政法人国立環境研究所環境健康研究センター長	 
2012 年 7 月	 エコチル調査コアセンター長代行（兼務）	 
2015 年 4 月	 国立研究開発法人国立環境研究所フェロー	 
（エコチル調査コアセンター長代行）	 
	 
中央環境審議会臨時委員（環境保健部会）、東京大学医学部非常勤講師	 
日本疫学会理事、大気環境学会理事	 
